


既存企業におけるアントレプレナーシップ発揮
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　１.「ハザードマップ」と「リスク分析」
各地の自治体が公表するハザードマップを参考に

「職場減災」の検討を進めているところが多いと思う
が、自治体提供のハザードマップは対象藩治

思供藩

と供ハ思

多

提 》 藩 せても不整合なマップしかできず、全国に多くの
拠点を抱えている場合、各拠点のリスクを共通の基
準・精度で評価することができない。
そこで当社では、政府の中央防災会議によりオーソ

ライズされた全国シームレスのデータを基に、地震発
生時の震度分布や津波浸水、インフラ寸断などの被
災状況をシミュレーションするシステムを導入し、
全国の自社や取引先拠点における「潜在リスク」を共
通の基準で評価している。また、災害履歴や微地形、
海岸・河川との近接性や重要設備の設置場所など、
各拠点の状況はさ

まざまなため分析」が可能とは、一般的ど、「減災・初動フェーズ」
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行動マニュアル』を作成した。これ
らは防災訓練を通じてﾊ頁89し△��P
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三重開催
日　時：４月24日（火）
場　所：津都ホテル参加者：豊田会長、上田副会長、水野副会長、

小川副会
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人口減少、財政逼迫等を背景としたインフラの
維持

● 道路老朽化対策案
件等、自治体による
小規模な改修工事案
件の発注集約による
効率化

●豊富な観光資源の磨
き上げとＰＲの強化

●駿府城公園等を生かした体験型観光施”栗自 自 自 と のと の口 自 憐 と と自旧V 化化自 光 光 ＰＲ る憐
よ 憐 旧 V ラと关ô と資 ンイと Ｐ と 背イと と と と維 光光 俐ンＲ● る城 城 る策城 俎ミる るる る甶豊V と る豊㎈ 口ュるǙる甶件園を俎ミか資る と憐

材確保に向けた取り組みの少子高
齢化・人口減少に対する
政府の取り組み強化

●事業承継に課題。地域ご
とに状況は異なり、廃業予
定企業の割合は北中部に
比べ南部の分析、価値を認めてもらうた

めの触れられる機会の提供
－

の対応に向
けた若い世代の人材育成

●シニ 競技選手権大会（６月岐阜
開催）を契機として、

2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックも視野に停て
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